
〃
ペ
チ
ュ
ラ
テ
ラ
イ

ラ
ッ
ク
ア
イ
ス

〃
第
2
0
9
3
3号

平
成
2
2年
５
月
1
4日

〃
せ
と
福 ふ
く

5
2
7Ｖ

ハ
ク
サ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式

会
社
愛
知
県
愛
知
郡
長
久
手
町
山
越

6
0
6番
地
、
財
団
法
人
若
狭
湾
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
福
井
県
敦
賀
市

長
谷
6
4号

5
2番
地
１

第
2
1
4
9
8号

平
成
2
2年
５
月
1
4日

〃
せ
と
福 ふ
く

5
4
7Ｖ

〃
第
2
1
4
9
9号

平
成
2
2年
５
月
1
4日

〃
せ
と
福 ふ
く

5
7
8Ｍ

〃
第
2
1
5
0
0号

平
成
2
2年
５
月
1
4日

〃
リ
フ
ァ
イ
ン
ド
リ
ー

フ
岡
Ä
悟
宮
崎
県
宮
崎
市
村
角
町
大
原

3
6
9
0番
地
１
、
岡
Ä
純
也
宮
崎
県
宮

崎
市
村
角
町
大
原
3
6
9
0番
地
７

第
2
2
2
8
3号

平
成
2
2年
６
月
2
2日

〃
う
つ
り
や
え
ち
ゃ
ん
吉
松
克
芳

高
知
県
高
知
市
福
井
町

6
0
2番
地

第
2
2
5
3
5号

平
成
2
2年
５
月
1
4日

〃
朝
倉

あ
さ
く
らろ
ま
ん

平
田
信
高
福
岡
県
朝
倉
市
金
丸
2
9
3
第
2
2
6
3
3号

平
成
2
2年
６
月
2
2日

R
o
sa

L
.

プ
リ
ン
セ
ス
マ
ザ
ー
林
仁
章
岐
阜
県
大
垣
市
川
口
４
丁
目

8
8
9番
地

第
1
5
0
7
5号

平
成
2
2年
３
月
1
5日

S
c
a
e
v
o
la

a
e
m
u
la

R
.
B
r.

W
E
S
S
C
A
E
T
O
B

H
e
in
ric

h
W

e
sth

o
ff

F
re
se
n
h
o
rst

2
2
`
2
4
,
4
6
3
5
4
S
u
d
lo
h
n
,
G
e
rm

a
n
y
第
2
2
1
6
4号

平
成
2
2年
３
月
1
5日

S
e
n
e
c
io

c
ru
e
n
tu
s

(M
a
sso

n
e
x

L
'H

e
r.)

D
C
.

ス
ズ
キ
イ
エ
ロ
ー

鈴
木
篤
則

栃
木
県
大
田
原
市
親
園

1
5
5
6番
地
１

第
1
7
1
6
6号

平
成
2
2年
３
月
1
8日

平成™™年˜—月˜›日 木曜日 第œ›˜�号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
四
号

海
上
物
流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
旧
水
先
区
の
水
先
人
の
免
許
に
係
る
水
先
区
を
同
項
に
規
定
す
る
新
水
先
区
と
し
た
の
で
、
海
上
物
流
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
七
号
）
第
四
条
に
よ
り
準
用
す
る
水
先
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
四
年
運

輸

省

令

経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

免
許
番
号

氏

名

新
水
先
区
と
し
た
年
月
日

水

先

区

の

名

称

第
一
三
五
四
号

新
田
征
志
郎

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
六
四
四
号

増
田

純
夫

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
六
四
六
号

大
野

義
和

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
六
四
七
号

岡
野

菊
藏

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
六
七
五
号

坂
田

安
吉

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
六
七
六
号

小
林

司

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
五
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
3
9
9号

表
面
仕
上
材
（
一

次
甲
板
床
張
り

材
）

ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
＃

1
0
0
7Ｎ
Ｌ
Ó

株
式
会
社
神
戸
タ
フ

興
産

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
白
水
三
丁

目
１
番
2
0号

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
十
二
号

海
上
交
通
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
九
号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
交
通

安
全
法
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
仕
向
港
に
関
す
る
情
報
及
び
進
路
を
知
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
示
す
記
号
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
二
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
四
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

別
表
注
２
の
次
に
次
の
注
を
加
え
る
。

注
３
搭
載
し
て
い
る
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
性
能
上
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
記
号
を
送
信
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

一
「
＞
」
「
Ｔ
Ｏ
」
を
付
し
、
そ
の
後
に
１
文
字
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
こ
と

二
「
＝
＝
＝
」
「
０
０
０
」
を
付
し
、
そ
の
後
に
１
文
字
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
こ
と

三
「
？
？
？
？
？
」
「
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
を
付
す
る
こ
と

四
「
／
」
１
文
字
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
、
そ
の
後
に
「
０
０
」
を
付
す
る
こ
と

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
十
三
号

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
則
法
施
行

規
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
進
路
を
他
の
船
舶
に
知
ら
せ
る
た
め
に
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
目
的
地
に
関
す

る
情
報
と
し
て
送
信
す
る
記
号
（
平
成
二
十
二
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
九
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
四
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

別
表
第
一
\
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
搭
載
し
て
い
る
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
性
能
上
「
＞
」を
送
信
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、

「
Ｔ
Ｏ
」
を
付
し
、そ
の
後
に
一
文
字
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
こ
と
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三
\
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
搭
載
し
て
い
る
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
性
能
上
「
／
」を
送
信
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、

一
文
字
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
、
そ
の
後
に
「
０
０
」を
付
す
る
こ
と
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
六
七
七
号

白
石

整
司

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
六
七
八
号

前
田

清

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
七
一
六
号

岩
永

憲
二

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
七
一
七
号

柿
山

朗

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
七
一
八
号

舘

満
治

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
七
二
〇
号

œ
口

澄
夫

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

第
一
七
二
一
号

野
上

繁
樹

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

œ
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